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 ６月２３日（金）に全校鳥海登山

が行われ、同行医師や看護師、

職員ＯＢや地域の方々など２１名

の応援スタッフの協力を得て無事

に終了しました。時折ガスが掛かり

ましたが、生徒達は赤い標識を目

印に、無事それぞれの目標である

山頂神社や七五三掛けへの登頂

を果たしました。御協力いただい

た皆様ありがとうございました。登

山に参加した生徒達の感想を紹

介します。 

〔七五三掛け登頂〕（２年） 

・何度もやめようと思ったが、頑張って登った。 

・班員の体力に会わせてここまで登った。 

（１年） 

・初めてできつくて大変だった。来年は頂上！ 
〔本部補助〕 

（3年） 

・皆楽しそうに帰ってくる姿を見て安心した。 

・最後の金のメダルをもらえなくて残念だ。 

〔山頂神社登頂〕（３年） 

・ガスで前が見えない時は標識を確認しながら歩いた。 

・登山集会の山岳部の歩き方の実演が役に立った。 

・山頂神社に着いたときの達成感がすごく良かった。 

（２年） 

・去年より雪が多くて大変だったが、楽しく登れた。 

（１年） 

・初めての鳥海登山ですごく疲れた。とても嬉しかった。 

・足が痛い人のリュックを持ったり背中を押したりした。 

ＰＴＡ登校時一声運動 
 ６月１日（木）に「ＰＴＡ登校時一声運動」が行われ、７名の保護者が参加しました。あいにくの雨でした

が、保護者の皆様には家庭とは違う生徒達の姿を見ていただきながら、登校する生徒達に声を掛けていた

だきました。参加した保護者からは、「あいさつの習慣が

身についている。声をかけられる前にあいさつする生徒

が多い。野球部の生徒は立ち止まってからあいさつをし

た後、礼をしていた。立派だと思った。」などと良い評価

をいただいた一方、「社会人になった時のことを考える

と、もう少しきちんとしたあいさつが出来ると良いと思っ

た。雨なのにカサをささない生徒が多かった。」など、指

導の参考となる声もいただきました。 



全県総体のおもな結果 

創立４０周年記念招待試合 
 ６月７日（水）に、仁賀保高校創立４０周年記念事業の一環として硬式野球と

バスケットボールの２競技の招待試合が行われました。水林グリーンスタジアム

では本荘高校野球部を迎え、熱戦を繰り広げましたが、０－６で敗れました。 

 仁賀保高校体育館では由利工業高校バスケットボール部を迎え、終始リード

される苦しい展開でしたが、最後の第４ピリオドで逆転し、９１－８９で勝利しまし

た。お忙しい中、両競技の審判を務めてくださった審判の皆様、また、たくさん

の声援を送っていただいた保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

   １日（土）求人票公開 

   ４日（火）性教育講話（１年） 

  ６日（木）指導主事学校訪問 

   ７日（金）整容指導③        

       吹奏楽コンクール地区大会（カダーレ） 

 １１日（火）スクールカウンセラー来校日 

 １２日（水）甲子園予選秋田大会 

 １３日（木）ＤＶ予防講話（２年）            

 １４日（金）１学期末考査～２０日（木） 

 １６日（日）ボランティア 

        （トライアスロン芭蕉レース象潟大会）  

 ２１日（金）終業式、追考査、大清掃 

 ２３日（日）ジオパーク体験プログラム～ＢＶ会 

 ２４日（月）就職面接指導（３年）～２５日（火） 

 ２６日（水）４０周年記念事業実行委員会 

 ３１日（月）中学生体験入学 

 東北大会出場

陸上競技部 佐々木玲美（3年） 

陸上競技部 女子４００ｍＨ ２位 佐々木玲美（東北） 

女子４００ｍ  ４位 佐々木玲美（東北） 

男子４００ｍＨ ８位 梅津太一 

バドミントン部 男子団体 １回戦 ０－３ 秋田北鷹高校 

女子団体 １回戦 １－３ 国学館高校 

バスケットボール

部  

１回戦 ７５－ ４０ 矢島高校 

２回戦 ３０－１２９ 秋田南高校 

ソフトボール部     １回戦  ０ー １０ 角館高校 

柔道部  女子５２kg級 第３位 高橋 楓 

サッカー部       ２回戦 ２－１ 秋田北鷹高校 

３回戦 ０－８ 新屋高校 

ソフトテニス部 ベスト８ 横山貴史・金子茂紀（東北） 

山岳部 男子団体 ６位（西村、宇沼、能登谷、石山）     

バドミントン部 男子団体 １回戦 ０－３ 秋田北鷹高校 

女子団体 １回戦 １－３ 国学館高校 

 全県総体の結果、陸上競技部とソフトテニス部が東北大会への

出場を果たしました。女子４００ｍハードルに出場した佐々木玲美

さんは、「東北大会は予選から全力を出さないと通過出来ず、準

決勝ではベストの記録を出すことが出来ずに敗退してしまいまし

た。目標のインターハイ出場は叶いませんでしたが、陸上競技部

の活動を通じて大きく成長することが出来ました。後輩の選手達

にも、大きな舞台で活躍して欲しいです。」と競技生活を振り返っ

ていました。ソフトテニス部の横山貴史君と金子茂紀君のペアは、

「他県勢の強さに圧倒され、初戦で敗退してしまいました。上には

上がいることを実感しました。」と感想を述べていました。 


